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1. まえがき 
出会い頭衝突事故が多発しており，これを防止するため

に，接近車両が走行時に発する音による車両検出を目指し

ている．接近車両からの音を検出するためには，自車音の

影響を軽減する必要がある．そこで本稿では，自車エンジ

ンの冷却ファンの影響をスペクトルサブトラクション法

(以下 SS 法)により軽減する実験を行い検討した結果を示す． 

2. 検出方法 
本稿では，車両が通過する直前の音信号を雑音と推定し，

SS 法により，自車音の影響を軽減させる．これ以降の検

出方法は，これまで提案してきた方法と同様に，8 つのマ

イクロホンを直線状に取り付け場所の制約により 0.1[m]間
隔に車載し，時間差を大きくするために 0.3[m]間隔のマイ

クロホンの組み合わせを 5 組作り，各マイクロホンへの音

の到達時間差を求める為に相関値を求める．そして，各組

での相関値を加算し最大となった時間差から音源の方向を

決定する． また，車両検出の判定を行うために，前述のよ

うに得られた時間差(方向)についての分散値を求める．分

散の閾値を 0.1 とし，分散値が閾値以下となった点を検出

した時刻として，自車の前を通過するまでの時間を検出時

間として求める．  

3. 実験 

3.1 実験条件 
本稿では，交差点の手前に停止している自車両に，相手

車両が接近する状態を想定する．周囲騒音は比較的静かな

環境で録音し，測定時の天候は晴れ，路面は乾燥していた．

その他の実験条件について表 1 に示す．また，タイヤ音以

外の影響を軽減させる為，500～2000[Hz]の帯域通過フィ

ルタ(BPF)を適用後，SS 法により自車エンジン音の影響を

軽減させ，接近車両の検出をしている． 

3.2 実験結果 
SS 法を適用していないときの検出結果例を図 2，SS 法

を適用した検出結果例を図 3 に示す．分散の結果を比較す

ると，図 2 では自車冷却ファンの影響により，接近車両が

ないにもかかわらず，時間差(方向)が-0.2 付近に集まった．

しかし，SS 法を適用することにより，冷却ファンの影響

が軽減され，無相関となり分散が大きくなり，接近車両が

更に前から検出できる可能性が出てきた．このことから，

SS 法を用いることで，分散により接近車両の有無を正確

に判定が可能になった． 

4. まとめ 
SS 法を適用することにより，接近車両をより正確に検

出できる見通しを得た． 
 
 
 
 
 

図 1 マイクロホンの設置 
 

表 1 実験条件 
自車両エンジン 1.8 [ℓ]・直列 4 気筒

マイクロホン設置場所 フロントガラス 
ワイパー付近 

設置した隣り合うマイクロホン間距離 0.1[m] 
道路から自車マイクロホンまでの距離 3.8[m] 

接近車両の速度 約 40[km/h] 
フィルタの帯域幅 500～2000[Hz] 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 SS 法を適用していない場合の検出結果例 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 SS 法を適用した場合の検出結果例 
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ファンの影響がなくなり， 

無相関となり散らばっている． 

更に前から接近車両の

有無が判断できる 
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